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浄
化
槽
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
下
水

道
並
み
の
処
理
性
能
を
持
つ
画
期
的
な

生
活
排
水
処
理
装
置
だ
が
、
そ
の
性
能

を
発
揮
す
る
に
は
適
正
な
維
持
管
理
が

欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
全
国
の

状
況
を
見
渡
す
と
、
地
域
ご
と
に
維
持

管
理
の
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
住

民
か
ら
不
信
感
を
抱
か
れ
る
ケ
ー
ス
も

存
在
す
る
。

　

そ
こ
で
全
国
環
整
連
で
は
設
置
者
の

維
持
管
理
に
対
す
る
不
信
感
を
払
拭
し
、

浄
化
槽
か
ら
良
好
な
放
流
水
質
を
得
る

た
め
の
認
証
制
度
「
水
再
生
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
、
全
国
へ
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。
同
制
度
で
は
浄
化
槽
法
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

網
羅
し
た
「
全
国
新
清
掃
記
録
票
」
「
全

国
新
保
守
点
検
記
録
票
」
を
柱
と
し
て

お
り
、
こ
の
記
録
票
を
用
い
る
こ
と
で

浄
化
槽
保
守
点
検
回
数
に
つ
い
て

浄
化
槽
保
守
点
検
回
数
に
つ
い
て  

環
境
省
の
結
論

環
境
省
の
結
論

浄化槽の浄化槽の
適正な維持管理体制確保へ適正な維持管理体制確保へ

水再生システム水再生システム

全国環整連

法
令
を
順
守
し
た
維
持
管
理
作
業
の
確

立
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
3

業
種
で
の
申
し
送
り
に
よ
る
連
携
が
可

能
に
な
る
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
記
録
票
は
電
子
化
さ

れ
、
維
持
管
理
情
報
の
集
約
、
経
時
的

デ
ー
タ
の
確
認
・
分
析
に
活
用
が
図
ら

れ
る
ほ
か
、
現
場
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
た
電
子
入
力
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で

き
、
作
業
の
効
率
性
、
水
質
の
向
上
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
法
定
検
査
機
関
に
集
約
さ
れ
、

行
政
担
当
者
の
パ
ソ
コ
ン
で
3
業
種
の

記
録
票
を
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
も
可
能

で
あ
り
、
地
域
の
浄
化
槽
維
持
管
理
状

況
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
構
築
に
至
る
ま
で
の
経

緯
、
シ
ス
テ
ム
の
意
義
、
詳
細
を
本
紙

2
面
以
降
で
解
説
す
る
。

タブレット入力風景

記録票印刷風景

技術上の基準に従い清掃前に
pH値を測定

消費者基本法（昭和四十三年五月三十日法律第七十八号）
最終改正：平成二四年八月二二日法律第六〇号

（目的） 
第一条 　この法律は、消費者と事業者との間の情報の質及び量並びに交渉力等の格差に

かんがみ、消費者の利益の擁護及び増進に関し、消費者の権利の尊重及びその自
立の支援その他の基本理念を定め、国、地方公共団体及び事業者の責務等を明ら
かにするとともに、その施策の基本となる事項を定めることにより、消費者の利
益の擁護及び増進に関する総合的な施策の推進を図り、もつて国民の消費生活の
安定及び向上を確保することを目的とする。

 
（基本理念） 
第二条 　消費者の利益の擁護及び増進に関する総合的な施策（以下「消費者政策」とい

う。）の推進は、国民の消費生活における基本的な需要が満たされ、その健全な生
活環境が確保される中で、消費者の安全が確保され、商品及び役務について消費
者の自主的かつ合理的な選択の機会が確保され、消費者に対し必要な情報及び教
育の機会が提供され、消費者の意見が消費者政策に反映され、並びに消費者に被
害が生じた場合には適切かつ迅速に救済されることが消費者の権利であることを
尊重するとともに、消費者が自らの利益の擁護及び増進のため自主的かつ合理的
に行動することができるよう消費者の自立を支援することを基本として行われな
ければならない。 

　

平
成
18
年
5
月
17
日
付
け
廃
棄
物
対
策
課
浄

化
槽
推
進
室
長
通
知
「
中
央
環
境
審
議
会
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
浄
化
槽
専
門
委
員
会

に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
」（
抜
粋
）
で
「
通

常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
保
守
点
検
業
者
が

定
め
ら
れ
た
期
間
中
に
1
回
を
超
え
て
保
守
点

検
を
行
う
こ
と
が
使
用
者
等
に
不
信
感
や
負
担

感
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
保
守

点
検
の
技
術
上
の
基
準
を
踏
ま
え
つ
つ
そ
の
必

要
性
と
作
業
内
容
を
詳
細
に
説
明
す
べ
き
で
あ

り
、
定
め
ら
れ
た
期
間
中
に
1
回
を
超
え
て
保

守
点
検
を
行
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
基
準
に

照
ら
し
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

と
考
え
ら
れ
る
」
と
示
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
3
月
10
日
「
今
後
の
浄
化
槽
の
在

り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
取
り
ま
と
め
で
は

法
律
で
定
め
ら
れ
た
保
守
点
検
回
数
（
20
人
以

下
の
浄
化
槽　

年
間
3
回
）
を
超
え
て
「
以
上
」

の
回
数
を
行
う
場
合
は
「
保
守
点
検
回
数
及
び

そ
の
内
訳
の
妥
当
性
は
基
本
的
に
保
守
点
検
業

者
等
が
説
明
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
使
用
者

へ
の
丁
寧
な
説
明
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
た
。

「
今
後
の
浄
化
槽
の

   　
　
　

在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
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全
国
環
整
連
で
は
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管

理
体
制
を
確
保
す
る
認
証
制
度
「
水
再
生
シ
ス

テ
ム
」
を
推
進
し
て
い
る
。
技
術
上
の
基
準
に

従
っ
た
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
作
業
、
浄
化
槽

の
機
能
を
発
揮
・
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
間

隔
で
の
作
業
月
の
設
定
、
保
守
点
検
、
清
掃
、

法
定
検
査
の
申
し
送
り
に
よ
る
3
業
種
連
携
な

ど
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も
信
頼
さ
れ
、
水
質
に

責
任
を
持
っ
た
維
持
管
理
の
実
施
を
目
的
に
し

て
い
る
。
本
紙
で
は
水
再
生
シ
ス
テ
ム
実
施
ま

で
の
経
緯
、
目
的
を
特
集
す
る
。

　

全
国
環
整
連
で
は
、
過
去

に
下
水
道
法
改
正
を
政
府
に

働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
社
会
的
に
も
認
知

さ
れ
、
補
助
金
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
浄
化
槽
が
下
水
道
に

接
続
を
強
要
さ
れ
る
現
行
制

度
を
改
め
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

　

法
案
が
国
会
に
登
場
す
る

段
階
に
た
ど
り
着
い
た
時
、

国
土
交
通
省
の
猛
反
対
に
あ

い
「
あ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
な
維

持
管
理
の
浄
化
槽
に
下
水
道

の
代
わ
り
は
出
来
な
い
」
と

し
て
、
国
会
議
員
は
説
得
さ

れ
て
し
ま
う
。

　

な
ん
と
情
け
な
い
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど

こ
に
説
得
力
が
あ
っ
た
の
か
、

よ
く
よ
く
考
え
る
と
、
あ
な

が
ち
彼
ら
の
言
う
こ
と
に
嘘

は
無
い
と
気
付
く
に
至
り
ま

し
た
。

　

浄
化
槽
は
、
日
本
で
発
明
さ

れ
、
時
代
と
共
に
処
理
機
能

は
進
化
し
、
下
水
道
と
同
等

の
処
理
水
が
確
保
で
き
る
画

期
的
な
生
活
排
水
処
理
装
置

で
あ
り
、
下
水
道
と
比
較
し

て
安
価
で
工
期
も
短
く
、
自

治
体
財
政
負
担
の
軽
減
、
災

害
時
の
リ
ス
ク
分
散
の
観
点

か
ら
も
社
会
的
な
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
　

保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査

3
業
種
維
持
管
理
の
問
題
は

全
国
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な

い
ま
ま
設
置
者
は
維
持
管
理

業
者
と
契
約
し
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
処
理
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
に
は
、
適
正
な
維

持
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
国
の
状
況
を
見

渡
す
と
、
地
域
ご
と
に
維
持

管
理
の
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
や
、

3
業
種
異
な
る
者
が
作
業
を

行
う
た
め
作
業
月
が
重
な
る

な
ど
「
い
い
加
減
な
維
持
管

理
」
と
設
置
者
が
不
信
感
を

抱
く
ケ
ー
ス
が
存
在
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
環
整
連
で

は
改
め
て
「
適
正
な
維
持
管

理
と
は
何
か
」
「
法
基
準
を
遵

守
し
た
維
持
管
理
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
を
主
眼
に
見
直

し
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
に
は
、
保
守
点
検
、

清
掃
、
法
定
検
査
の
3
つ
の

義
務
が
あ
り
ま
す
。

   

　

保
守
点
検
は
、
清
掃
後
の

立
ち
上
が
り
か
ら
、
1
年
間

を
通
じ
て
定
め
ら
れ
た
回
数

で
次
の
清
掃
ま
で
の
間
、
空

気
量
な
ど
の
設
定
調
整
を
行

い
浄
化
槽
の
機
能
維
持
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

点
検
回
数
は
、
浄
化
槽
法

施
行
規
則
第
6
条
に
定
め
ら

れ
て
い
る
最
少
回
数
が
基
本

で
あ
り
、
例
え
ば
一
般
家
庭
用

浄
化
槽
で
20
人
以
下
は
「
4

月
に
1
回
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

通
常
の
使
用
状
態
で
あ
れ

ば
、
年
3
回
の
保
守
点
検
で

十
分
な
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
浄
化
槽
の
設
置
者
に
負

担
を
強
い
て
ま
で
最
少
回
数

を
超
え
る
保
守
点
検
を
実
施

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

浄
化
槽
の
使
用
状
態
と
は

「
浄
化
槽
法
の
解
説
」（
平
成
7

年
度
版
）
で
「
浄
化
槽
が
処
理

対
象
人
員
に
見
合
っ
た
人
数
で

使
用
さ
れ
、
浄
化
槽
の
処
理
機

能
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
い
う
。
保
守
点
検
回
数

は
、
通
常
の
使
用
状
態
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
の
進
展
が
著
し
く
、

国
税
調
査
（
平
成
22
年
）
に

よ
る
と
、
家
族
構
成
が
4
人

ま
で
の
世
帯
は
全
体
の
92
％

で
、
そ
の
う
ち
2
人
家
族
以

下
の
世
帯
が
60
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

環
境
省
が
示
す
よ
う
に
、
最

少
回
数
を
超
え
て
保
守
点
検

を
行
う
場
合
、
設
置
者
に
対

し
、
技
術
上
の
基
準
に
照
ら

し
、
必
要
性
を
丁
寧
か
つ
十
分

に
説
明
し
理
解
を
得
た
上
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

清
掃
は
、
1
年
間
を
通
じ

て
保
守
点
検
で
実
施
し
た
設

定
調
整
の
内
容
を
踏
ま
え
、

水
質
や
汚
泥
の
堆
積
状
態
の

変
化
を
確
認
、
浄
化
槽
の
状

態
を
把
握
し
た
上
で
、
清
掃

作
業
を
行
う
。
そ
し
て
必
要

に
応
じ
て
設
定
調
整
を
行
い
、

不
要
と
な
っ
た
汚
泥
を
引
き

抜
き
正
常
な
機
能
が
発
揮
で

き
る
状
態
に
回
復
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
　

　

そ
の
た
め
、
清
掃
業
者
は

浄
化
槽
法
施
行
規
則
第
11
条

浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
の
技

術
上
の
基
準
に
定
め
ら
れ
て

い
る
器
具
機
材
（
ス
カ
ム
及

び
汚
泥
厚
測
定
器
具
、
自
給

式
ポ
ン
プ
、
温
度
計
、
透
視

度
計
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指

数
測
定
器
具
（
Ｐ
ｈ
計
）
、
汚

泥
沈
殿
試
験
器
具
）
を
用
い

て
清
掃
作
業
に
先
立
っ
て
点

検
を
行
い
、
浄
化
槽
の
状
態

を
知
っ
た
上
で
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

「
廃
掃
法
の
解
説
（
昭
和
59

年
6
月
1
日
　

第
5
版
）
で

は
、〔

廃
掃
法
〕
第
9
条
第
4
項

（
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
）

　

第
1
項
の
許
可
を
受
け

た
者
は
、
厚
生
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
に
従

い
、
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〔
廃
掃
法
施
行
規
則
〕
第

7
条
第
9
号
（
し
尿
浄
化

槽
の
清
掃
の
技
術
上
の
基

準
）

　

し
尿
浄
化
槽
の
点
検
及

び
清
掃
の
記
録
を
2
部
作

成
し
、
一
部
を
し
尿
浄
化
槽

の
管
理
者
に
交
付
し
、
一
部

を
自
ら
3
年
間
保
存
す
る

こ
と
。

〔
解
説
〕

　

第
９
号
で
い
う
点
検
は
、

保
守
点
検
業
者
の
行
う
点

検
で
は
な
く
清
掃
業
者
が

清
掃
に
先
立
っ
て
行
う
点

検
を
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
記
録
の
作
成
は
、

し
尿
浄
化
槽
を
一
時
的
、

単
発
的
に
見
て
清
掃
行
為

を
行
う
の
で
は
な
く
、
経

時
的
に
管
理
す
る
必
要
性

か
ら
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
」

　

と
あ
り
、
清
掃
の
記
録

は
、
浄
化
槽
を
一
時
的
、
単

発
的
に
見
て
清
掃
行
為
を
行

う
の
で
は
な
く
経
時
的
な
管

理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

記
録
票
を
作
成
し
、
設
置
者

に
対
し
て
説
明
の
上
、
保
存

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

法
定
検
査
の
目
的
は
、
浄

化
槽
法
の
解
説
（
平
成
7
年

版
）
で
、
「
浄
化
槽
の
管
理
の

一
環
と
し
て
、
浄
化
槽
管
理

者
に
対
し
て
、
設
置
状
況
や

機
能
を
客
観
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
求
め
て
お
り
、
そ
の

方
法
と
し
て
、
指
定
検
査
機

関
（
浄
化
槽
法
第
57
条
）
の

行
う
水
質
に
関
す
る
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
こ
の
検
査
に
は
、

浄
化
槽
の
設
置
後
に
行
う
検

査
（
浄
化
槽
法
第
7
条
）
と

本
条
（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

に
基
づ
く
定
期
的
に
行
う
検

査
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

行
う
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に

実
施
さ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能

が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る

か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
、
毎
年
1
回
定

期
的
に
行
わ
れ
る
。
」
こ
と
と

あ
り
ま
す
。

　

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法

定
検
査
員
自
ら
が
、
浄
化
槽

の
処
理
状
況
や
水
質
を
把
握

し
た
上
で
、
保
守
点
検
、
清

掃
の
維
持
管
理
が
技
術
上
の

基
準
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
現
場
で
確
認

し
ま
す
。

　

法
定
検
査
の
判
定
は
「
法

定
検
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
例

3業種連携した維持管理体制を！！

　水再生システム

２  

清
掃 

１  

保
守
点
検 

３  

法
定
検
査 

資料 1
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使
用
人
数
、
　

契
約
日
、
浄
化

槽
の
型
式
な
ど
と
な
り
ま
す
。

　

2
段
目
は
、
過
去
1
年
間

の
水
質
や
汚
泥
等
の
経
時
的

デ
ー
タ
、
申
し
送
り
内
容
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

3
段
目
は
、
作
業
項
目
及

び
作
業
内
容
で
、
保
守
点
検

記
録
票
で
は
欄
外
に
判
定
内

容
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

4
段
目
は
、
業
者
間
の
申

し
送
り
事
項
及
び
作
業
結
果

の
判
定
と
な
り
ま
す
。
保
守

点
検
は
「
こ
う
い
っ
た
点
検

作
業
を
し
た
の
で
、
清
掃
作

業
で
は
こ
う
し
て
下
さ
い
。
」

と
申
し
送
る
。
清
掃
は
「
申

し
送
り
の
と
お
り
に
実
施
し

確
認
し
ま
し
た
が
、
清
掃
作

業
で
こ
の
よ
う
に
改
善
措
置

を
し
ま
し
た
。
」
と
い
っ
た
情

報
を
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
。

　

そ
し
て
、
法
定
検
査
は
、

そ
の
よ
う
な
実
態
を
承
知
し

て
、
そ
れ
で
も
結
果
が
出
な

い
と
こ
ろ
に
は
、
問
題
点
が

ど
こ
か
を
明
確
に
指
摘
す
る
。

こ
れ
が
3
業
種
が
連
携
で
き

る
記
録
票
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
記
録
票
は
修
正
案
で
、

今
後
、
検
証
を
行
い
発
表
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
記
録
票
が

確
定
し
た
と
き
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
自
動
的
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
資
料
1
　

新
保
守
点
検
記
録

票
　

修
正
案
）

（
資
料
2
　

新
清
掃
記
録
票
　

修
正
案
）

　

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を
今

ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
が

勝
手
都
合
で
作
業
を
行
い
、

同
月
に
保
守
点
検
・
清
掃
が

持
管
理
体
制
の
整
備
を
図
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。
」
と
あ
り
ま
す
。

　

連
携
し
た
維
持
管
理
が
必

要
と
す
る
通
知
が
環
境
省
か

ら
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

良
好
な
水
質
を
保
持
あ
る
い

は
改
善
す
る
た
め
に
は
、
3

業
種
が
連
携
し
た
維
持
管
理

に
よ
っ
て
浄
化
槽
の
状
態
を

共
有
し
「
ど
の
よ
う
な
設
定

調
整
を
し
た
か
」
「
ど
の
よ
う

に
設
定
調
整
を
し
て
欲
し
い

か
」
を
申
し
送
り
、
良
好
な

水
質
確
保
に
努
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
参
照
　

維
持
管
理
の
連
携
と

は
】

「
維
持
管
理
業
務
の
連
携

環
廃
対
発
第
0
6
0
5
1

7
0
0
1
号

平
成
18
年
5
月
17
日

各
都
道
府
県
・
政
令
市
浄
化

槽
行
政
主
管
部
（
局
）
長
殿

環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部

廃
棄
物
対
策
課
浄
化
槽
推

進
室
長

中
央
環
境
審
議
会
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
部
会
浄
化
槽

専
門
委
員
会
に
お
け
る
議

論
に
つ
い
て

　

（
中
略
）

第
1
　

浄
化
槽
の
維
持
管

理
に
係
る
業
務
の
在
り
方

（
中
略
）

（
4
）
業
務
の
連
携

　

保
守
点
検
、
清
掃
及
び

法
定
検
査
の
連
携
が
不
十

分
で
あ
る
た
め
、
使
用
者

等
に
と
っ
て
、
各
々
の
業

務
の
時
期
、
内
容
、
必
要

性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に

つ
い
て
理
解
し
づ
ら
く

な
っ
て
お
り
、
使
用
者
等

の
不
信
感
を
醸
成
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
業
者
間
の
十

分
な
連
絡
を
図
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
保
守
点
検
や

清
掃
の
作
業
内
容
・
結
果

を
指
定
検
査
機
関
に
集
積

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
な
ど
と

さ
れ
た
こ
と
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
記

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
及

び
法
定
検
査
に
つ
い
て
、

更
に
連
携
を
深
め
、
組
織

的
な
維
持
管
理
体
制
の
整

備
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
」

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

全
国
環
整
連
は
、
技
術
上
の

基
準
に
基
づ
く
作
業
の
平
準

化
と
、
浄
化
槽
の
処
理
機
能

を
発
揮
・
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
間
隔
で
の
作
業
月
の

設
定
を
基
本
パ
タ
ー
ン
と
し

た
維
持
管
理
実
施
サ
イ
ク
ル

を
基
本
に
、
清
掃
・
保
守
点
検
・

法
定
検
査
間
の
申
し
送
り
に

よ
る
連
携
を
図
り
、
誰
か
ら

見
て
も
信
頼
さ
れ
、
水
質
に

責
任
を
も
っ
た
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
記
録
票

を
一
か
ら
作
り
直
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
3
業
種
連
携
し

た
維
持
管
理
を
可
能
に
し
た

の
が
、
「
全
国
環
整
連
水
再
生

シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　

次
に
示
す
記
録
票
は
、
全

国
新
保
守
点
検
記
録
票
、
新

清
掃
記
録
票
の
修
正
案
で
す
。

　

1
段
目
は
、
管
理
者
の
浄

化
槽
基
本
情
報
で
、
使
用
者

名
、
管
理
者
名
、
設
置
場
所
、

重
な
る
こ
と
や
、
作
業
内
容

に
も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
水
質

を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、

浄
化
槽
設
置
者
か
ら
し
て
み

れ
ば
、
こ
れ
が
本
当
に
信
頼

で
き
る
維
持
管
理
な
の
か
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
全
国
環
整
連
で

は
、
技
術
上
の
基
準
に
基

づ
く
作
業
の
平
準
化
と
浄

化
槽
の
処
理
機
能
を
発
揮
、

維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る

間
隔
で
の
作
業
月
を
設
定

し
ま
す
。

（
資
料
3
　

維
持
管
理
サ
イ
ク

ル
）

　

清
掃
の
目
的
は
、
放
流
水

質
悪
化
の
予
防
、
低
下
し
た

浄
化
槽
の
機
能
を
回
復
す
る

作
業
お
よ
び
早
期
立
ち
上
が

り
の
た
め
の
調
整
。
全
国
新

清
掃
記
録
票
に
よ
り
1
年
間

の
水
質
・
汚
泥
の
生
成
状
況

を
確
認
し
、
維
持
管
理
お
よ

び
処
理
状
況
に
対
す
る
総
合

的
な
判
断
を
行
う
。
清
掃
月

の
設
定
は
、
清
掃
の
月
は
「
使

用
開
始
月
」
よ
り
12
か
月
後

の
1
月
に
設
定
。

　

保
守
点
検
の
目
的
は
、
浄

化
槽
の
機
能
維
持
お
よ
び

水
質
向
上
を
目
的
と
す
る
作

え
ば
清
掃
や
保
守
点
検
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
「
不
適
正
」、

時
に
は
「
適
正
」
と
異
な
る
判

定
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
地
域
で
は

一
律
年
間
12
回
保
守
点
検

を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

業
者
に
よ
っ
て
作
業
内
容

に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
と
こ

ろ
も
見
受
け
ら
れ
、
同
月
に

清
掃
、
保
守
点
検
、
法
定
検

査
が
重
な
る
な
ど
浄
化
槽

設
置
者
か
ら
し
て
み
れ
ば

「
こ
れ
が
本
当
に
信
頼
で
き

る
維
持
管
理
な
の
か
」
と
い

う
指
摘
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
5
月
17
日
付
け

環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
廃
棄
物

対
策
課
浄
化
槽
推
進
室
長
通

知
「
中
央
環
境
審
議
会
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
浄
化

槽
専
門
委
員
会
に
お
け
る
議

論
に
つ
い
て
」
で
「
保
守
点

検
、
清
掃
及
び
法
定
検
査
の

連
携
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

使
用
者
等
に
と
っ
て
、
各
々

の
業
務
の
時
期
、
内
容
、
必

要
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に

つ
い
て
理
解
し
づ
ら
く
な
っ

て
お
り
、
使
用
者
等
の
不
信

感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

業
者
間
の
十
分
な
連
絡
を
図

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
保
守

点
検
や
清
掃
の
作
業
内
容
・

結
果
を
指
定
検
査
機
関
に
集

積
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
な
ど
と
さ

れ
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

上
記
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
及
び

法
定
検
査
に
つ
い
て
、
更
に

連
携
を
深
め
、
組
織
的
な
維

６  

維
持
管
理
実
施
サ
イ
ク
ル 

５  

記
録
票

資料 2

資料 3全国環整連 浄化槽維持管理実施サイクル
　浄化槽（小型合併）20 人槽以下の場合
　＜基本パターン＞

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

作
業
名

清掃 ○

保守点検 △ △ △

法定検査 11 条検査

資料 5

認証の種類と基準

※区域
　割り

一括契約

新　清掃・
保守点検記
録票による
全国環整連
浄化槽維持
管理実施サ
イクル

法定検査 契約率

総合認証Ａ 有り 有り 60％以上 実施

総合認証Ｂ 有り 無し 60％以上 実施

技術認証Ａ 無し 有り 40％以上 実施

技術認証Ｂ 無し 無し 40％以上 実施

※業者が区域を定め許可を受けた場合、その許可区域内

の処理責任は分散せず明確になる。一方、複数業者に

許可を与え区域を定めない場合は、業者の処理責任は

不明確となり、結果として清掃率が低く、市町村の定

める処理計画を適正に実施するに困難な現状が有る。

４  

連
携
し
た
維
持
管
理 
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業
。
保
守
点
検
月
は
「
清
掃

月
」
よ
り
2
か
月
後
に
設
定

し
、
そ
の
後
は
4
か
月
ご
と

（
省
令
回
数
）
に
法
定
ど
お
り

の
設
定
。

　

法
定
検
査
の
目
的
は
、
保

守
点
検
と
清
掃
が
適
正
に
実

施
さ
れ
た
か
を
確
認
し
、
良

好
な
水
質
維
持
の
た
め
、
適

正
な
対
処
方
法
を
清
掃
・
保

守
点
検
業
者
に
具
体
的
に
指

示
し
、
機
能
維
持
・
回
復
を

図
る
。
11
条
検
査
の
月
は
「
清

掃
月
」
よ
り
7
か
月
後
の

8
・
9
・
10
月
の
3
か
月
間

の
間
に
設
定
。

　

こ
れ
ら
3
業
種
の
作
業
月

お
よ
び
内
容
を
設
置
者
に
わ

か
り
や
す
く
す
る
一
括
契
約

は
、
自
動
更
新
や
料
金
支
払

い
の
簡
便
化
に
よ
り
、
設
置

者
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
3
業

種
の
連
携
に
よ
り
良
好
な
水

質
を
維
持
す
る
。

　

今
後
は
浄
化
槽
の
維
持
管

理
に
お
い
て
も
I
C
T
化
に

よ
る
信
頼
性
の
向
上
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

全
国
環
整
連
は
、
記
録
票

の
入
出
力
、
3
業
種
連
携
に

よ
る
維
持
管
理
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
　

可
能
に
す
る
パ

ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
場
作
業
で
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
記
録
票
の
入
力
が

で
き
、
入
力
さ
れ
た
数
値
に

異
常
が
あ
れ
ば
警
告
を
表

示
す
る
こ
と
で
誤
入
力
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
水

質
に
異
常
が
あ
れ
ば
現
場

に
い
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
過
去
数
年
間
の
水
質
変

化
、
3
業

種
間

の

申

し

送

り
の
履
歴
等
が
確
認
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
型
式
ご

と
に
処
理
フ
ロ
ー
や
構
造

図
、
維
持
管
理
要
領
書
、
水

質
改
善
対
応
事
例
な
ど
〝
水

処
理
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
〟
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
個
々
の
浄
化

槽
の
　

状
況
に
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
も
ス
マ

ホ
な
ど
と
同
じ
操
作
で
非
常

に
簡
単
で
す
。

　

設
置
者
か
ら
の
作
業
内
容

の
確
認
サ
イ
ン
も
タ
ブ
レ
ッ

資料 6

資料 4

資料 7

ト
で
入
力
す
る
事
が
出
来
、

電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
資
料
4
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
画

像
）

　

全
国
環
整
連
で
は
、
シ
ス

テ
ム
の
認
証
に
は
4
段
階
の

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
企

業
に
対
し
て
認
証
を
行
い
ま

す
。
企
業
を
認
証
す
る
こ
と

で
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

は
勿
論
の
こ
と
、
企
業
全
体

で
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
正
な
維
持
管
理
の
徹
底
が

シ
ス
テ
ム
的
に
行
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

（
資
料
5
　

認
証
の
種
類
と
基

準
）

（
資
料
6
　

認
証
フ
ロ
ー
）

　

一
方
、
生
活
排
水
を
地
域

単
位
で
適
正
に
処
理
さ
れ
る

に
は
行
政
の
監
督
も
必
要
で

す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

法
定
検
査
機
関
に
集
約
さ
れ

た
浄
化
槽
維
持
管
理
デ
ー
タ

は
、
作
成
さ
れ
た
記
録
票
ど

お
り
に
、
地
域
行
政
が
担
当

者
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
閲
覧
で

き
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

住
民
か
ら
の
浄
化
槽
に
関
す

る
問
合
せ
な
ど
に
も
迅
速
か

つ
簡
単
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た

よ
う
に
、
浄
化
槽
の
性
能

を
最
大
限
発
揮
す
る
に
は

適
正
な
維
持
管
理
作
業
と

保

守

点

検
、

清

掃
、

法

定

検
査
の
3
業
種
連
携
が
必

要
で
す
。

　

全
国
環
整
連
で
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
技
術
上
の

基
準
に
従
っ
た
維
持
管
理

作
業
の
実
施
を
基
本
に
全

国
新
保
守
点
検
記
録
票
、
新

清
掃
記
録
票
を
活
用
、
3
業

種
が
円
滑
に
連
携
す
る
た

め
の
維
持
管
理
業
務
管
理

シ
ス
テ
ム
、
現
場
で
の
水
質

異
常
に
対
応
で
き
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に

維
持
管
理
状
況
を
行
政
が

監
督
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
、
全
国
環
整
連
で
は
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
水

質
に
責
任
を
持
っ
た
維
持

管
理
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

７  

水
再
生
シ
ス
テ
ム

８  

行
政
閲
覧
シ
ス
テ
ム


